
肥後の温泉科学
第2回 温泉の定義と基本的分類

肥後熊本学

熊本大学大学院先端科学研究部 横瀬久芳
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温泉天国熊本💛

熊本県には、10種類ある療養泉の中で9種類が存在している。しかもそれらは、熊
本駅を中心に半径80㎞圏内に存在する。
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温泉とは何か？
• 温泉法（昭和二十三年法律第百二十五号）

第一章 総則

（目的）

第一条 この法律は、温泉を保護し、温泉の採取等に伴い発生する可燃性天然ガスによる災害を

防止し、及び温泉の利用の適正を図り、もつて公共の福祉の増進に寄与することを目的

とする。

（定義）

第二条 この法律で「温泉」とは、地中からゆう出する温水、鉱水及び水蒸気その他のガス（炭化

水素を主成分とする天然ガスを除く。）で、別表に掲げる温度又は物質を有するものをいう。

2. この法律で「温泉源」とは、未だ採取されない温泉をいう。

＜関連する情報＞

☆逐次解説 温泉法 平成27年6月

（温泉法に関する解説）

☆鉱泉分析法指針(平成26年改訂）

細かな規定や分析法などが定められている

温泉法を運用する上でのガイドライン
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「温泉法」に至る歴史と閾値

(日本化学工業協会）https://www.nikkakyo.org/sites/default/files/documentDownload_8.pdf

宇田川
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https://www.nikkakyo.org/sites/default/files/documentDownload_8.pdf


宇田川榕菴（Ｕｄａｇａｗａ Ｙｏａｎ)
翻訳：「舎密開宗」

イギリスの化学者ウィリアム・ヘンリー（1799）：Elements of 
Experimental Chemistry

早稲田大学図書館 (Waseda University Library)
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西洋文化を取り入れた温泉療養

ドイツの研究者ベルツを招聘 国内における温泉データの集約
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温泉の分類における基準値の由来

堀内 （2000）

化学組成に基づく温泉の分類は、明治時代から受け継がれている。
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鉱泉の定義
温泉法にいう「温泉」
は、鉱泉の他、地中より
湧出する水蒸気および
その他のガス（炭化水
素を主成分とする天然
ガスを除く）を包含する
定義である。鉱泉は、温
泉法第2条別表に従い、
常水と区別する（第1ｰ1
表）。鉱泉のうち、特に
治療の目的に供し得る
ものを療養泉とし、第1-
2表により定義する。
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鉱泉分析表指針（平成26年改訂）
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その他の温泉区分

液性

例えば＊

＊： ちなみに海外では、120℃未満をhot water（温泉）と呼び、120℃以上をgeothermal water (地熱水)と
呼んでいるようだ。
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温泉の成分表の読み方

ミリバル: ミリグラム等量
14ｍｇ÷40.08(原子量）÷2(価数）
＝0.7mEq（ミリグラム等量）
ミリバル%: 
0.7÷27.31*100＝2.56％mEq%
遊離成分：気体などとして存在

非解離成分：イオン化していない
成分

主要な陽イオン
ナトリウムイオン

主要な陰イオン
炭酸水素イオン

高温泉：25℃以上なので温泉の
定義をクリヤー

溶存成分が1000㎎/ｋｇなので温
泉の定義をクリヤ―

水素イオン濃度指数
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療養泉の分類方法（抜粋）
（１） 塩類泉
溶存物質（ガス性のものを除く）が1000ｍｇ／ｋｇ以上のものを陰
イオンの主成分に従い次のとおり分類する。

1) 塩化物泉（Cl-)
2）炭酸水素塩泉（HCO3

-)
３）硫酸塩泉（SO4

2-）
（２） 単純温泉
溶存物質（ガス性のものを除く）が1000ｍｇ/ｋｇに満たないもので、
泉温が25℃以上のものを単純温泉という。

（3） 特殊成分を含む療養泉(表参照）
単純（特殊成分）温泉 二種類以上の場合は表の順

副成分に
よる細分
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療養泉とは何か？

日本語・英語・韓国語・中国語などに翻訳されている療養泉の利用法
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適応症の根拠
温泉法第18条第１項の規定に基づく禁忌症及び入浴又は飲用上の注意に掲示等に関する新旧対照表

（https://www.onki.jp/）
一般社団法人日本温泉気候物理学会

より詳しい情報：日本温泉気候物理医学会 医
学用解説
（https://www.onki.jp/upload/glossary.pdf ）

co
py

rig
ht
20

20
 ©

H.
YO

KO
SE

 a
ll 
rig

ht
s 
re
se

rv
ed

 

 
 

 
co

py
rig

ht
20

20
 ©

H.
YO

KO
SE

 a
ll 
rig

ht
s 
re
se

rv
ed

 

 
 

 
co

py
rig

ht
20

20
 ©

H.
YO

KO
SE

 a
ll 
rig

ht
s 
re
se

rv
ed

 

 
 

 
co

py
rig

ht
20

20
 ©

H.
YO

KO
SE

 a
ll 
rig

ht
s 
re
se

rv
ed

https://www.env.go.jp/nature/onsen/pdf/2-5_p_13.pdf
https://www.onki.jp/
https://www.onki.jp/upload/glossary.pdf


一般適応症
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各種療養泉
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温泉の起源

• 温泉は、基本的に水溶液であり、溶媒である水の起
源

とそれに溶けている溶質の起源を検討する事になる。

• 溶媒（H2O）の起源：δダイアグラム

• 溶質の起源：マグマ性熱水、地殻、マントル、ETC

• 異なる性質の温泉(地下水)の混合：

地熱水+地下水、マグマ水+地下水、

マグマ性蒸気+海水 など

• これらを検討する事で温泉形成に至るメカニズムが理
解できる。
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水には重たい水と軽い水があって、蒸発や凝縮過程で様々な割り合
いで別れる。

重たい水と軽い水

16O

16O 18O1H

2H

1H
1H

1H

1H

大多数の水分子

0.2％の水分子 0.015の水分子
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水素・酸素同位体比と天水

16O1H

2H
16O

1H
1H

18O1H

1H

標準海水（SMOW）

雨

雨

雨

蒸発
蒸発 蒸発

海から蒸発した水は、雨となって重たい水が優先
的に取り除かれる（同位体分別）。
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温泉水とδダイアグラム

天水線*：Crage（1961）

d-parameter (‰）=δD-8δ18O ：Dansgaard (1964)
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温泉の多様性を生み出す火山

Giggenbach (1988)を基に修正加筆

実験的データに基づくと下記のような順番でマグマから揮発性成分が散逸する（Martini, 1996)。

C ＞ S ＞ Cｌ ＞ H2O ＞ F
（CO2 ＞ H2S ＞ HCｌ ＞ H2O ＞ HF）
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火山性温泉（天水の加熱方法）
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非火山性温泉

温泉検定実行委員会（編） （2019）より

地球の深部に向かって温度が上昇するので、1000ｍ程度掘削して、そこ
に十分な水が存在していれば、25℃以上の温泉が得られる。この他に、
深部に達する断裂（断層）が存在すると流路となって温泉が上昇できる。
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